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研究成果の概要（和文）：マウス骨格筋由来培養筋肉細胞を用い、抗サルコペニア効果を検討するための培養細
胞評価系構築を行い、抗サルコペニア効果を有する機能性食品候補の探索を行った。その結果、発酵乳ケフィア
が筋肉細胞エネルギー代謝亢進作用を有することが確認され、細胞内のミトコンドリア活性化作用を有すること
が強く示唆された。さらにTNF-α処理により誘導されたマウス骨格筋由来筋管細胞のタンパク質分解の抑制効果
が確認され、抗サルコペニア効果を有することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Investigation and evaluation for anti-sarcopenia effects were performed 
using evaluating system for anti-sarcopenia effects constructed by cultured mouse skeletal muscle 
cells. As results, fermented milk Kefir exhibited the enhancing effect of cellular energy metabolism
 on skeletal muscle cells. It strongly suggested that Kefir had the ability of intracellular 
mitochondrial activation. Furthermore, mouse skeletal muscle cells in proteolytic status induced by 
TNF-α treatment were partially improved by Kefir treatment. It suggested that Kefir had 
anti-sarcopenia effects.

研究分野： 食品科学
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１．研究開始当初の背景
 サルコペニア肥満とはサルコペニア（主に
加齢による筋肉の減少）と肥満を併せ持つ状
態を指すもので、この状況は通常の肥満より
も生活習慣病に移行しやすいことが危険視
されている
肉量の減少を伴う肥満が新たにサルコペニ
ア肥満として注目されてきており、急速な高
齢化を迎えつつある我が国の国民健康の重
要な課題の一つである。特に深刻な点は、筋
肉組織量の低下すなわちサルコペニアが生
活習慣病対策で最も重要な「運動」という手
段を妨げることである。このことは、サルコ
ペニア肥満が進展するとサルコペニアによ
る運動機能低下が肥満解消を困難とし、それ
がサルコペニアを加速させ、さらなる肥満が
進展するという負のスパイラルに陥ること
が危惧される。サルコペニア肥満のリスクフ
ァクターは筋肉
筋肉組織の量または質の減少である。加齢、
急激な運動負荷の低下（いわゆる運動不足）、
ストレスなどが新規筋肉組織生成低下や筋
肉組織の分解を促し、サルコペニア状態にな
ると考えられ
 
２．研究の目的
 本研究課題では、
て抗サルコペニア肥満効果の検討を行う培
養細胞評価系の構築を行うことを目的とし
た。その構築した評価系を用い、候補の機能
性食品群より抗サルコペニア肥満効果を有
するものの検索を行うことを目的とした。そ
して、
れた抗サルコペニア肥満効果を有する機能
性食品成分の作用点に関して検討を行うこ
とを目的とした
 
３．研究の方法
 抗酸化機能を有する食品成分
理活性を示すことが多いことから
vitroにおける抗酸化活性の評価を
カル消去活性試験により行った。
 筋肉機能の一つの評価として、細胞内の
化還元反応で生成される
assay
ー代謝状況の評価を行った。
Hoechst 33342
細胞あたりの代謝活性を算出した。
 細胞内のミトコンドリアの活性及び総量
は MitoTracker Red
Green
 筋肉タンパク質発現増強や筋肉機能に大
きく関与し、かつエネルギー代謝ホメオスタ
シスの主要な調節因子である
ロテインキナーゼ（
AMPK
Western Blotting
た。筋肉細胞の
ぼす効果
 また
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